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情報活用能力の育成を意識することによる指導の改善
－目標リストの開発と活用を通して－

仙台市立秋保中学校 教諭 高橋 洋充

この研究は，目標リストの開発を行い，その目標リストの活用により情報活用能力の体系的な育成と各教科等の指導の改善

を目指したものである。目標リストの開発は，全体を網羅するものを作成し，更に授業スタイルや用途に応じて再構成をした。

授業は，目標リストを使用して児童生徒の実態を把握した上で計画した。その結果，実践授業では情報活用能力の育成を意

識した活動が計画され，児童の主体的な学習を促すこととなった。

情報教育 情報活用能力 目標リスト 指導の改善

１ 情報活用能力の体系的な育成を意識することの

重要性

情報活用能力の体系的な育成は，各教科等の学習指導

において意識的に行うことが必要である。そのためには，情

報活用能力にかかわる能力を，どの学年でどんな段階まで

育成すればいいのかを，目標リストの形で具体的に示すこと

が必要であると考えた。また，この目標リストを活用し，児童

生徒の情報活用能力の育成を意識した上で各教科等の授

業を構想することは，児童生徒主体の授業を構想することと

なり，指導の改善を図ることにもつながると考え，主題を設定

した。

２ 研究のねらい

情報活用能力にかかわる目標リストを開発するとともに，

その目標リストを活用して情報活用能力の体系的な育成を

意識することにより，各教科等の学習指導における指導の改

善を図る。

３ 研究の視点

(1)目標リストの作成

(2)目標リストの活用

４ 目標リストの作成

(1)方針

① 情報活用能力の三つの柱に対応する目標リストを

網羅する。

② 情報活用能力の三つの柱に対応する項目の関連

を検討する。

③ 目標リストを活用しやすい形式に再構築する。

④ 目標リストの活用方法を提案する。

(2) 目標リストの再構成

情報活用能力の全体を網羅した表は，児童生徒の実態を

把握するための使用には，詳しすぎて実用的ではない。そこ

で，大項目をそれぞれ必要最小限の項目に再構成し，更に

「行動項目例」を示すなど，分かりやすい表現に再構成した

目標リストを作成した。

５ 目標リストの活用

目標リストは，目的に応じて二つの活用方法がある。一つ

は，情報教育の目標である情報活用能力の体系的な育成

のために活用する。もう一つは，児童生徒の情報活用能力

の実態を把握することにより，指導の改善を図るために活用

する。この二つの活用方法は関連し合っている。児童生徒

の情報活用能力を育成することは，各教科等の授業で行わ

れることが望ましく，情報活用能力の育成を意識することは，

問題解決的な学習展開とかかわり，児童生徒の興味・関心

を生かし，自主的，自発的な学習を促すことにつながる。

以上のことを踏まえ，活用の方法を次のようにとらえた。

(1) 指導計画の作成資料

(2) 授業中の指導，支援

(3) 児童生徒の変容の把握と指導計画の見直し

６ 授業実践

(1) 授業実践の計画

① 対象学級

仙台市立北仙台小学校 ３年１組 ３２名

② 実施日

平成15年12月３日（水）

③ 教科・小単元名

社会科 「人々のくらしと商店」

④ 小単元の目標

地域の人々の販売の仕事について，自分たちの生活との

かかわりや，他地域などとのつながりという視点から調べ，そ

れらの仕事の特色や携わっている人々の工夫を考えること

ができるようにする。

⑤ 指導計画（略）

(2) 授業実践における視点

① 目標リストの活用

ア 相関表の作成

児童の情報活用能力育成の手掛かりとして，目標リストと

小単元の学習内容との関連から「相関表」を作成した。

イ 評価簿の作成

児童一人一人の社会科や情報教育の達成状況が把握で

きるような「評価簿」を工夫した。

ウ チェックリストの作成

目標リストを基に，情報活用に関する児童の意識調査を，

授業実践の前後に実施した。

② 社会科との関連

ア 取材活動の取り入れ方

イ 多様な表現活動と話合い活動
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▼表1 目標リストと小単元との相関表

(3) 授業実践の結果と考察

① 目標リストの活用から

ア 相関表

「相関表」を検討したことにより，小単元の学習内容と情報

活用能力の目標リストとの間に，密接な関連があることが分

かった。また，単元を構成する際，「相関表」を作成したこと

は，教師が情報活用能力育成の場面を意識する上で効果

的であった。児童の情報活用能力を育成するために，教師

は教科・領域との関連を適切に把握しながら指導にあたるこ

とが大切であると考える。

イ 評価簿

児童の情報活用能力の育成を目指し，「相関表」の内容

を受け，個々の達成状況を見取りながら，より具体的な支援

活動を行うことは極めて大切なことである。その際，教師の記

述による「評価簿」は，次時の指導に役立った。

ウ チェックリスト

目標リストを基に，「チェックリスト」を作成した。このとき，児

童にとって分かりやすいような表現に置きかえることができる

よう検討した。各項目には，情報活用能力の三つの柱を組

み入れることも考慮した。この「チェックリスト」は，教師が児童

の情報活用能力に関する変容を見取るだけでなく，児童の

自己評価にも役立てることができた。

② 社会科との関連（略）

③ 児童の変容（チェックリストから）

調査結果は，「情報活用の実践力」と「情報社会に参画す

る態度」に関する変容が顕著であった。これに対し，「情報の

科学的理解」に関する項目においては，他に比べ大きな変

容が見られなかった。「情報の科学的理解」を育てるには，

客観的に自分を見つめさせることが大切であり，継続した指

導が必要である。

７ 成果と課題

(1) 公正で適正な目標リスト

目標リストの作成に当たっては，情報活用能力を網羅する

形式から，活用場面や用途に応じて再構成する手法を採っ

た。この手法は，関連する項目を洗い出し，検討する過程を

経るため，再構成には時間がかかったが，より公正で適正な

目標リストを作成することができた。

(2) 目標リストの位置付け

情報活用能力の目標リストを作成する過程で，情報活用

能力とはこれまでの授業に新たな指導を付け加えるのでは

なく，これまで行ってきた指導が情報活用能力の育成と同じ

ことであることを確認することができた。

(3) 情報活用能力と問題解決的な能力

情報活用能力の目標リストを作成する過程で，問題解決

的な能力は情報活用能力と深いかかわりがあることが確認さ

れた。

(4) 目標リストを活用することによる指導の改善

①「相関表」の作成

「相関表」の作成は，基礎的・基本的な内容を吟味・検

討することにつながった。

②実態の把握による指導への影響

授業中における情報活用能力の育成を意識することにつ

ながった。このことは，評価簿への記述に現れており，学習

活動と一体化した評価へもつながった。

③メディアの活用

目標リストを使用したことにより，指導にメディアの活用を

意識し，学年の発達段階に応じた適正なレベルでの活用を

促すことができた。

(5) 未完成部分の目標リストの作成

関連する項目を検討し，より公正で適正な目標リストを完

成させたい。

(6) 他教科での授業実践

小学校社会科の実践だけでなく，中学校や他教科での実

践を行いながら，目標リストの見直しと指導の改善を図って

いく必要がある。

(7) 目標リストの普及

目標リストの活用方法も含め，指導の改善を図るための手

だてとして普及させていく必要がある。現在，目標リスト部会

のWebページで研究成果を公開している。このWebページを

継続させながら，研修会などで取り上げていく必要がある。

この発表は，平成15年度仙台市情報教育研究推進委員

会目標リスト部会で取り組んだ内容を基にしている。詳しくは

をご覧願いたい。なお，この研究http://www.sendai-c.ed.jp/

は平成16年度も継続している。
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